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はしがき

このl並幅説明書は，昭和 30 年 10 月から，昭和 35 年 6 月にいたる問，約 120 日間を費し

ておこなった，野外調査の結果を整理して，その概要を報告したものである。

野外調査は，国府谷が昆布岳(標高 1 ， 045.1 m) および幌内山(標高 841. 6 m) をふく

む山地帯の大半部を実施し，土居は， J元別川の l村部の丘陵性社!地および、尻別川の北部のニ

セコ火山体の山麓地域を分担したつなお，尻別川の一支流ノレベシベ川の上流流域の調査に

は，北海道立地下資源調査所地質鉱床課長斎藤昌之氏の，蘭越町市街地周辺地域の調査に

は，同所燃料課技師小山内照氏の，それぞれ授助をうけたっ

報告にはいるに先だち，調査に当って援助を賜わった，斎朕昌之・小山内照の両氏l乙 ItTh

~%jの意を表する。

I 位置台よび交通

この図幅の占める地域は， 北緯 42)40'~42 ~50 に東経 140C30'~140 コ 45' の範囲で，札幌

市の西南方約 60km の位置であるつ

行政的には，地域の大部分が後志支庁の官粘で，磯谷郡蘭越町，虻田郡狩太町，同郡真

狩村，同郡倶知安町 lこ寓する J 南部の地域(土日日振支庁の管轄下の虻田郡豊浦町に，西南部

のごく一部は後志支庁管轄の宥 z都郡大戒村にそれぞれ属しているつ役場のある狩太町およ

び蘭越町を除いては，余り大きな集落はないっこの地域は古くから馬れいしょの産地とし

て有名なところで，広く発達した台地で，主として馬れいしょ，アスパラガス，亜麻，ビ

ートなどの農業が営まれているョ

-1-



月清志

{I[ 置 |ぎ 1

交通は，このほ l幅地域の北部を尻別川に沿って函館本線が通じており，この地域の中心

地の蘭越市街までは，札幌から約 5 時間で達する r このほかの交通機関としては，狩太町

を中心として，ここから隣接関幅「留 ffJ 明jJ I岩内」地域の真狩村，ニセコ温泉，昆布市街

地にニセコ観光パスが通じているぐ一方，南部地域では，室蘭本線の豊 ifl Ji BR から， I司幅地

域の東南隅にある下 rLl 梨に通ずる lえ鉄パスがあるだけである c

道陥は，倶知安町から況別川の巾部地域を通り，狩太，1£イ ri ， r関越の市街地を縫って，

長万部に通じている c このほか，狩太からよ斤村に， U布から豊浦町に道路が通じている。

後者は手入れもなく，現 {E わずかに歩行されているに過ぎな l )c なお ， iX別川の北部の台

地には多くの道陥が閉さくされていて農産物の搬出に利用されている c

- 2



II 地形

この図幅地域を大まかにみると，つぎの地形区にわけることができるコ

(1) 悶幅地域の東部の一部と西部をしめ，起伏にとむ dl 地帯。

(2) 岡幅地域の南部をしめ，円錐形にちかい火山地形をのこし，河川が放射状に刻む，

昆布岳火山体。

(3) 図幅地域の北部および南部をしめ，河川で刻まれているが，平 JH 而の発達する台

地コ

(4) 閃幅地域の各河川 lこ沿って発達する平坦 l面 3

(1)は，標高 200m ていどから， しだいに高度をまし，標高 700m をこえ，侵蝕作用が

ひじように進み，起伏に富んだ地域であるつおもに，新三紀中新世から鮮新世までの火Lf r

砕屑物および火山岩類から構成されている地域であるつ

(2) は，標高 1，045.1 m の昆布岳火山体であるつ 大きく見ると，円錐形にちかい形態を

とり，いくつもの熔岩流の重なり合った成層火山といったものであるが，侵蝕作用がすす

第 1 図昆布 fl;-を眺む(官田より〉

3 -



み，解析がいちじるしく，侵蝕谷が昆布岳を中心として四方に山体を刻んでいる。おもに

新第三紀鮮新世末期の火山岩類から構成されている。

(3) は，図幅の北部地域の尻ZlUJfI および同川支流の真狩川，ノレベνべ川下流および，東

南部地域の壮滝別川流域に発達している標高 150 m から，標高 400m にしだいに移りかわ

っていく，平坦面をもっ台地である。尻別川の北部地域のニセコ火山体の山麓からつづく

この台地は，乙の図幅地域内では，標高 300m から標高 150m まで，尻別川にむかつてゆ

るい傾斜面をもっ台地で，第四紀初期の火山砕屑物から構成されている c 尻別川の南方地

域の狩太町市街と昆布市街地のあいだでは，標高 150m 前後の平坦面と標高 200m から標

第 2 図 見:ft j 岳および平坦面(真狩別太付近より)

耕作地は標高約 200m の平坦面，左前方に発達している

平坦面は標高約 400m の面

第 3 図標高約 150m-200m の平坦画

ルベシベ付近
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高 300m の平坦面との 2 つの平坦面が，発達している c 後者は前者よりも削剥作用をいち

じるしくうけ，起伏が多い。おもに，第四紀の火山砕屑物から構成されている。

また，尻別川の南部で，図幅地域の北東隅には，標高 150m から標高 300m の小起伏に

富む地域があり，ここは羊蹄廿Jの西南山麓の末端部で，第四紀洪積世の火rI r砕屑物と，沖

積世の羊蹄火111噴出物とから構成されている c

一方，図幅地域の市東部の壮滝別川流域では，標高 250m 前後の平坦面と，標高 300m

から標高 400m の平坦面の 2 つがある。前者は第四紀洪積世の火山砕屑物から構成され

ており，後者は，基盤が;新祈第三紀中新世および

洪積世の火山砕屑物でおおわれている C しかも削剥作用をいちじるしくうけている。

(4) は，各河川に沿って発達している河岸段丘面と氾濫沖積面で，現河川によってもたら

された，河床f住積物からできている。河岸段丘商は，現河床から比高lO m~15m の平坦

面と，比高 5m~8m の平温面の 2 つが見られ，尻別川沿岸にその発達がいちじるしい。

水系のおもなものは，北部地域では，東南東から北西に流れる真狩川と，ノレベシベ川を

合せて，流路を東から西にとる尻別川がある。東南部では，そのj原を昆布丘の東麓に発し

て，北から南に流れる壮滝別川があり，西部地域では，南から北に流れて見布市川の東方

で尻別川に合流する i毛布川がある。

III 地質概説

すでに地形のところでのべたように，東部の山地帯および西部の幌内岳をふくむ山地帯

と，昆布岳を構成する火山体は，新第三紀に属する火山砕屑物と火山岩類から構成されて

いる。また，北部，北東部および南東隅の平坦な台地は，おもに第四紀の火山砕屑物から

構成されている=このほか，正常な堆積相をしめす地層は，わずかに，尻別川下流沿岸と

見布川の沿岸に露出しているにすぎない。

新第三紀届は，中新世に局する火山砕局岩類と同時期火山岩，および鮮新世に属する堆

積岩，火山砕屑物，同時期火山岩類にわけられる。前者は，この地域の基盤をなすもので，

花園紙色凝りく岩国およびプロピライト情岩から構成されており，わずかに見イIi岳東麓，こ発

達しているにすぎない c これらを不整合におおって，新第三紀鮮新世の火山岩類，火山砕

屑岩が!よく発達している c おいこ火山岩頬から構成され，わずかに立川層，美和層，およ

び、パンケホロナイ届と呼ばれる堆積岩層が発達している。この堆積岩層のなかに，わずか

に亜炭がはさまれているほか，直接時代をしめす化石がふくまれていないが，岩相や層序

-5-
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悶状柱質世直第 4 図

の点から，ほぽ鮮新世に属するものと考えられるつこれら堆積岩国は，岩宇Hから，隣接図

幅地域に発達する三原層，定和!吾および壮滝別屈にそれぞれ対比されよう

第四紀!昌は，地形的に平坦な台地を構成しているもので，下位からニセコアン)品目寿

都民，狩太層および真狩)乱河岸段丘堆積物平蹄火山噴出物および、現河!主堆積物から構

成されているつ前の 5 者は洪積世に，後の 2 者は沖積世にそれぞれ目する内山積世に hJ~す

るこれらの地層は，ほとんと、火山砕屑物から構成され，とくに自浮都民は火山氏，軽石が

多いつまた，狩太居は留寿都層からもたらされた二次堆植物であるコこのほか， !日地'貯の

周持部に発達する崖錐堆積物があげられるコ

沖積世に属する，，'(ミ蹄火I Ll噴出物は，三下町火山'f:¥を構成する第 1 J明熔岩である。また，現

• 6 -



河床堆積物は，各河川の沿岸に発達し，現河川によってもたらされた砂棟!闘である。

IV 新第三紀層上よひ同時期の火山岩類

この地域に発達している新第三紀に局する地層の大部分は，火 rll 砕屑岩層および、火 III 岩

で，わずかに堆積相の発達が見られるつこれら堆積相をしめす地層も，多かれ少なかれ，

火山氏や火山砕屑物をともなっているつこの地域の基盤は，花園緑色凝灰岩層とプロピラ

イト熔岩で，中新世に属し，他の大部分は鮮新世に問する c つぎに新第三紀に属する地層

と，同時期]の火 rLI 万類について説明を加えるコ

IV.1 花園緑色凝灰岩層 (Ht)

この地層は，東部のノレベシベ川.J-.流[、 j'近，オホナイ，下 rfJ 梨にかけて分布しているっこ

のほか隣接関幅「留寿都」地域の西部の 496 ， 8 miJ) 1J:にも発達している。この地域では最

ド位の基盤を構成しているものであるつこの地婦の下位に発達する地!闘は不明であるが，

上位には不整合に留寿都同および主狩層が発達している。

おもに，凝灰岩および角棟凝!長岩からなり，ところによっては，凝灰質砂岩の薄層をは

さんでいる介凝灰岩ば中杭ないし前l1 t立の石 ~fltmi 岩質で ， ;J~ 緑色を呈している。角喋質の

ものでは，片 J環状のあかるい結色の部分が多く，また，この緑色の部分がおしつぶされた

ような 3j~ で，生質との堺が不明瞭なものもある、角喋凝灰岩は筏 O.5cm~3cm の小さな

プロピライトイじした輝石交山岩の角疎をふくんでいる。)学さは不明である。

IV.2 プロピライト熔岩 CPr)

このプロピライトげまは，まえにのべた花園 ~;:JZ 色凝灰岩国の上位にのっており，見布1:&

火r lrD I.'f lU 物， Ef 走者[;}I'，)および点 j守凶で〆点整合におおわれているとノレベネ/べと流，えーホナイ

(、b'lに発達している〉花園緑色凝り(宕屑との直誌の関係はこの地域ではみられない。

いちじるしくプロピライト化作用をうけて，赤紫色がかった以色を呈する制官堅硬な岩

手[で，目 iB の構造はほとんと 7えっていない

ドで観 11そすれば，つぎのとおりである

nIl 日1 の斜長 1ci は wβ の柱状結品で， 何長:仁 i やブ Ij!! 全j' イゴに変質しているものが多い J

})I 品の i'!f jIft *ljl ~fi は小さく，ほと /LI ど :M，泥 {i 化し，わずかに中心部に桟っているだけであ

り，石 j占に散点している
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石基はハイアロピリティック構造をとり，おもに斜状の斜長石からなり，その間をガ

ラスが埋めている c ガラスの多くは緑泥石，方解石に変質している。

IV.3 真狩川層 (Mk)

乙の地!同は，狩太町旧市街の東南方約1.2km の真狩川の沿岸および河床に露出してい

るだけである。下位の地層との関係は不明である。この地層の上位には，不整合で，留寿

都層が発達している。

岩相はH音灰色を呈する凝灰質?f~岩から構成されている。塊状を呈し，葉理の発達に乏し

l)o

この地層からは，産出化石もないので，地質時代は不明である c 岩本日から判断すると西

南北海道に発達する黒松内統の凝灰質泥岩と全く同じである。したがって，層位学的に不

明な現在，いちおう黒松内統に相当する地層と考えておく ο

IV.4 シヒポンドペッピ熔岩 (Sr)

この熔岩は，この図幅の西部 L~I 地に分布しており，尻別川および昆布川流域の，シヒポ

シドぺ v ピ，ブトロゴタシ付近に標式的に露出している c この地域の最下位に位置し，こ

第 5 図 シヒポンドベッピ熔岩 //ニコノレ

しそ輝石安山岩
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の熔岩の下位の地層との関係は不明である。上位は立川集塊岩層で整合におおわれている

が，蘭越町の南部地域では，立川集塊岩層と同時異相の関係にある。

この岩石を顕微鏡で観察すれば，つぎのとおりである。

斑品; 斜長石〉しそ輝石

斜長石は，白形または半白形で，短柱状を呈する。やや新鮮であるが，部分的には変

質して，粘土鉱物が生成しているものもある c しそ輝石は，半白形で短柱状を旦し，周

辺にはじんあい状に磁鉄鉱ができ，また周辺部やわれ目に泊って赤褐色に変質してい

る c 淡緑色一淡黄褐色の多色性をしめす。

石基は，ハイアロピリティック組織で，やや多量の細粒のしそ輝石がふくまれ，斜長

石，磁鉄鉱およびガラスからできているごその一部は変質して緑泥石化しており，また，

磁鉄鉱は赤鉄鉱にかわっている c なお，境が不明瞭であるが， インターサータノレ組織を

もった安山岩の捕獲岩片をふくんでいる。

IV.5 立川集塊岩層 (Tag)

この立川集塊岩層は，毘布川の西部山地に広く分布している。 vヒポンドペザピ熔岩を

不整合におおい，シヒポンドペヅピ熔岩の上位の地層であるが，蘭越町の南部では，立川

集塊岩層の下部はシヒポシドぺザピ熔岩をはさんで，同時異相の関係にあるの

おもに，集塊岩から構成されているが，目名の南方 'rLr 地の、沢のーと流では集塊熔岩となり，

一部には熔岩をはさんでいる。また，この図幅地域の西南隅にわずかに集塊岩の分布が見

られるが，岩質がよく似ているので，直接つながっては l) ないが，ここでは，いちおう立

川集塊岩層として記載する。しかし，この案塊岩層は，立川集塊岩層の上部か，あるいは

さらに上位にくる地層の可能性があり，こんご検討を要する c

この集塊岩国は，人頭大からゴブシ大の黒色を呈する，やや多孔質の合かんらん石普通

輝石安山岩の角牒を主とし，このあいだを，暗紫色の祖粒な凝灰質物質でうめたものであ

る。なお，合かんらん石普通輝石のほかにプロピライトの角疎もわずかにふくまれてい

る。なお，多孔質な黒色安 rll 岩礁を顕徴 3ft 下で観察すると，つぎのとおりである。

斑品; 斜長石〉普通輝石〉かんらん石

斜長石は短柱状の自形をしめ L，わず、かに累吊:構造がみられる♂一般に，最外殻部の

内側にはジンアイ状物質が多量にふくまれている c かんらん石はごく少量で，残斑晶と

してみられるもので，周縁部および害Ij日に泊って赤褐色のイディングサイトが生成され

ており，さらに，ピジオン輝石質普通輝石の細粒集合体でできている反応縁がとりまい

ている。

石基は，短柱状の斜長石を主と L，普通輝石および磁鉄鉱からなる。ハイアロピリテ
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イツク組織を呈するつまた， ガラスにはひじように多くのじんあい状物質がふくまれて

いるコ

IV.6 新宮下部熔岩 (Slv)

乙の熔岩は，図幅地域の南隅にわずかに分布しているっこの地域では，ほかの地層との

関係は，直接観察されないが，分布および地質構造などから，新富上部熔岩 l乙整合におお

われ，さらに，美和層には不整合におおわれているものと考えられる。

岩質は，暗灰色を呈する徴密堅硬な岩石で，版状節理がよく発達し，斜長石の斑品がわ

ずかにみられるコ

この岩石を顕微鏡下で観察すると，つぎのとおりである。

第 6 図新富下部熔岩/ /ニコル

しそ輝石普通輝石安山岩

liE&13;斜長石〉普通輝石〉しそ輝石

斜長石は ='1': 臼形で短柱状を呈しているコしそ輝引の)!，J紋部には III 斜輝石の反応紋がみ

られるつ

石基は， ピロタキシティック組織を L11 しているつ微細な長柱状の斜長石と許通輝石の

微品およびそのあいだを埋める少日のガラスからできているつ細粒の磁鉄鉱が散在して

し、るョ

IV.7 新宮上部熔岩 (Sul)
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この熔岩は，地域の北西隅の幌内山の南部地域に分布している c この地域では，新富下

部熔岩との直接の関係は不明である。この熔岩は，)t和屈におおわれているが，その直接

の関係は野外では不明であるのしかし，分布のようすから，不整合と推察される。

岩質は，暗灰色ないし陥百ば色を宣する， ~i'X密堅i屈な岩石である。斜長石の斑品が点在

している，ガラス質しそ輝石普通輝石安fl'岩で，ところによっては，集塊質熔岩のところ

もある。板状の節理がよく発達している。

この岩石を，顕微鏡下で観察すると，つぎのとおりである。

斑品; 斜長石〉普通輝石〉しそ輝石

斜長石は，白形または半白形を呈し，輝石や磁鉄鉱をポイキリティックに包んでいる。

しそ輝石と普通輝石との聞には反応関係はみられない。

石基は，ハイアロピリティック組織をしめしている。ほとんどガラス質からできてお

り，わずかに微細な斜長石と輝石とがふくまれている c このほか，磁鉄鉱が散在してい

る c

IV.8 パンケホロナイ層 (Pa)

この地層は， i£ イjj川上流のパシケホロナイ沢の上流に，わず、かに届出している c なお，

見布岳の南東の沢にも，よく似た岩相が発達している。両者の直接の関係は不明であるが，

岩質がよく似ていることと，同ノ沢集塊岩で不整合におおわれていることから，立川居，

)~和層に対比することはできない。いちおうパンケホロナイ)爵としておく c

この地層はパシケホロナイ沢に様式的に充達しているこ l まえにのべた，立川集塊岩崩の

上位に整合でのっている。この地層の下部は，角疎凝灰岩および凝!天質粗粒砂岩からな

る c 凝!リ〈質粗粒砂岩は占灰色を呈し，角棟凝灰岩は，よわい珪化作用をうけ，一部には鉱

床ヤケがみられ，わずかに武鉄鉱の鉱江主がみられる「 ヒ部はおもに，凝灰質頁岩からなり，

この頁岩国には， 凝灰岩および角棟凝りく岩の薄日がはさまれ， N45 c E, 20=SE あるし)は

N20"E, 20ニ SE の走向・傾斜をしめしている

この地層は，分布している地域もかぎられており，ほかの地域の1'j町長岩類と直持対比す

ることはできない《しかし，!f:f相およびι川実J史岩国に整合に電なり，五十戸情岩には不

整合におおわれている河係などから，隣技!当相「吉川u 地域に発達している壮滝別回に，

ほぼ対比されるものと与えられる

IV.9 五十戸熔岩 eGl)

この地域の西部 L [J 地に広く分布する俳岩で， LL+ 戸却落跡[ナ j!工[に標式的に:庁布してい
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る。この山地の北部地域では，立川集塊岩層を，南部地域では，パンケホロナイ層を不整

合におおっている。なお，東側では，見布川をへだてて，昆布岳rll麓にわずかに露出して

いるが，直接つづいていないし，下部との関係は不明であるが，岩質が類似しているので，

乙こでは五十戸熔岩とした。

暗灰褐色を呈する，板状節理のよく発達した，普通輝石しそ輝石安山岩で、ある。肉眼的

には斑品はほとんどみられないが，風化面では，わずかに斜長石の斑品がみられる。一部

では，かなりガラス質である。

乙の岩石を顕微鏡下で観察すると，つぎのとおりである。

第 7 図 五十戸熔岩 II ニコノレ

しそ輝石安山岩

斑品; 斜長石〉しそ輝石〉普通輝石

斜長石は短柵状を呈 L，自形結晶であるが，一般に小さく，量も少ない。中心部に細

粒の磁鉄鉱，普通輝石をジンアイ状にとりこんでいる。一部はわずかに粘土化して:い

るつしそ輝石は自形または半白形を呈しており，量は少ない。淡緑色を呈し，多色性は

ほとんどない。結晶の周辺に，細粒の磁鉄鉱ができている。普通輝石はごく少量で，多

くは細粒の磁鉄鉱でとりまかれている。

石基は，ひじようにこまかい斜長石，しそ輝石，普通輝石とガラスからなる。このほ

か細粒の磁鉄鉱をともなっている。ガラスは，わずかに緑泥石化している。ハイアロピ

リティック組織である。流理構造は，あまりみられない。
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IV.IO 幌内山集塊岩層 (Hag)

この集塊岩層は，西部の山稜地域から昆布岳の西部にかけて分布している。幌内r! r付近

によく発達している。西部では五十戸熔岩，新富上部熔岩をおおっているが，見布岳の西

部では下部の地層との関係はみられなし h この地層の下部には集塊熔岩，およびうすい熔

岩をともなっているヴ

暗灰色から暗緑灰色を呈し，コブシ大のしそ輝石安山岩の礁を主とし，これらの礁のあ

いだを同質の粗粒な角操状凝ば岩で穆結したものである。

この集塊岩を構成している安山岩礁を顕微鏡下で観察すると，つぎのとおりである。

斑品; 斜長石〉しそ輝石

斜長石は，自形を呈するものが多い勺しそ輝石は，長柱状の半白形で少量で、ある。

石基は，斜状の斜長石， しそ輝石およびガラスから構成されている。ハイアロピリテ

f ック組織を呈している。ガラスの一部は緑泥石化している。

IV.II 立川層 (T)

この地層は，図幅地域の北西部の尻別川の沿岸に沿って発達している急崖の下部によく

露出している。このほか，昆布川中流および下流の沿岸， 1毛布市街地の裏 LIT の急崖の下部，

昆布市街地から狩太に通ずる悶道の切剖，ノレベ、ンベ Jr[と国道との交差点付近，真狩太の真

狩川の南岸，および尻別川とユセコアンベツ川との合流点付近の河岸にもそれぞれ露出し

ている。

下位の地層との関係は，直接接しているところがないので，不明である。この地層の上

位は，ニセコアシ層や留寿都層で不整合におおわれている。また，ノレベシベ川沿いではョ

楢ノ沢熔岩で不整合におおわれている。

地域の北西部の尻別川の北岸では N20コ-50"E， 5°-15°NW の走向・傾斜をしめしてい

るつしかし，尻別川の南阜地域では N35コw ・ 10
0

NE，昆布市街付近ではN40οE ・ 15υNW，

または N400W ・ 15°NE ， ノシペシベ川沿岸では N600W.12°NW の走向・傾斜をそれぞれ

しめしているつ

一般に岩相は，軽石の薄j邑を伴う凝りミ質砂岩と，安山岩質凝灰集塊岩の互!固であるが，

層相の変化がいちじるしい。

湯山別の尻別川の北岸の宣言出では，おもに晴灰色を呈する，凝灰質砂岩であるが，凝灰

質頁岩の角喋をふくむ，軽石質凝灰岩の;専層および軽石，スコリアからなる，ひじように粗
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粒な凝灰岩の薄層をともなっているのこの凝灰質砂岩層は偽屑の発達がいちじるしいの

図幅地域の北西隅にある大谷地の尻別川の河岸では，粗粒な凝灰質砂岩で，ひじように

うすい軽石居および小豆大の安山岩礁からなる，牒岩層をともなっている。ここでも偽居

の発達はいちじるしいσ 昆布市街地付近では，暗灰色を呈する，軽石礁をふくむ角牒凝灰

岩と，軽石質砂岩の互!日であるつまた，立川付;[1では，粗粒な凝灰質砂岩および，軽石質

凝灰岩から構成されており，偽!首が発達し，また，一部では階段状の層内断層が多い。一

方，ノレベシベ川沿岸では，疎質砂岩，角牒凝灰岩，凝灰質砂岩の互!昌で，疎質砂岩の部分

は偽層の発達がいちじるしいつまた，上部には，軟質な凝灰質頁岩をはさんでいる。

以上，のべた地質構造と岩相から，この地層の下部は砂岩と角疎凝灰岩が卓越しており，

上部になると，集i定岩，軽石凝灰岩および礁岩が多くなる傾向がみとめられる。

なお，この図幅の l判部地域に発達している美和国は，岩相からみると尻別川の沿岸に発

達しているこの地層の下部に相当する可能性がひじようにつよい。この問題については，

こんどさらに検討が必要であるつ

IV.12 美和層 (M)

この地層は，図幅地域の市部に発達しており，昆布川 bftd~-;I.l，相;滝別川沿岸，花園付

近にそれぞれ分布しているコなお，隣接|司幅「豊浦」および「留寿都」地域にもみられる c

壮滝別付近に，標式I'Iりに発車している ο

また，新富[訂正では，新富下 i~土m岩をおおっているが，直接の関係は，野外、では観察で

きなし) C' なお，この地I~i は，第四紀洪積世に目する留者i部!丙および点狩!討で不整合におお

われているつ

おもに疎岩，砂忠巳!白から構成されている。このほか，軽石質砂岩の薄同や， j宇さ 20

cm-70cm の亜此!貯の;引けを 3 枚はさんでいる c 岩~:日から，北部の!JL別川や I毛布川沿岸

に分布している -，'I:川It:"i に対比される。

IV.13 櫓ノ沢熔岩 (N l)

楢ノ沢の中流{、 J-; 1.l 1こ様式!刊に発達している。このほか， Ill.布日の基底に広く分布してい

る。この俳岩は，ノレベシベ川の沿岸で，む:川!片を不整合におおっている。ほかの地域では

直接の関係は観察されないが，東部では，新第三紀中新世に目する花園結色凝!必岩崎およ

びプロピライト')$岩を直接不整合でおおっている。一方，北部地域および西部地域では，

新第三紀鮮新世に!忌する幌什山 ~t~i)IE 吉!?j をおおっている。
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第 8 図 楢ノ沢熔岩 //ニコノレ

普通輝石しそ輝石安山岩

H庁)夫褐色を呈する，紋密堅硬な普通輝石しそ輝石安山岩で板状節朗がよく発達してい

る c この岩石を顕微鋭下で観察すれば，つぎのとおりである c

斑品; 斜長石〉しそ輝石〉普通輝石

斜長石は，細粒の白形結晶であり，斑品の量は少ないのしそ輝石の斑品も小粒で， 自

形ないし半日形を旦し，淡緑色一淡黄色のよわい多色性をしめすむ普通輝石は，斑品と

して，ごくわずかみとめられる c 半白形の小さな結品である c

石基は， ピロタキシティック組織をしめしているとおもに，微細な針状の斜長石が多

く，しそ輝石および普通輝石は，ほぼ等量である ο じんあい状磁鉄鉱を多量にふくんで

いる r また，ガラスの一部は緑泥石化している c

IV.14 桂ノ沢熔岩 (Kav.)

It.イ Ii 日の北部および西部に)よく分布している c この熔岩は，暗灰色を呈する塊状の級官

堅硬な岩石である c 大きな斜長石斑 Ii-fi がはっきりみとめられ，少量の石見をふくむ粗粒な

安山岩であるごところによっては，かなり多孔質なものもみられる c

この岩石を顕微抗ドで観祭すると，つぎのとおりである。

斑品; 斜長石，普通輝石、℃しそ輝石 p石英

斜長石は数 mm におよぶものがあり，臼形ないし半白形を呈するものと，小型の斑晶

とがあるむ大きな斑品で、は，斑品の内核部に多:日:のジンアイ状物質を包みこんでおり，
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最外核部には， ごくうすい新鮮な累帯構造の触がみられる。内核部のジンアイ状物質の

多くは，淡緑褐色を呈する緑泥石であるつまた， じんあい状物質の多い部分は，絹雲付

化している場合が多し、。小型の斑品は白形を呈し，新鮮なものが多い。普通輝石は、ド u

形を旦し，割目に沿って濃赤色のイディングサイト様物質に変質している 3 しそ輝石は，

ごく少量で，半白形をとっている。普通輝石と，しそ輝石の斑晶の聞には反応関係は見

られない。石英は外来結晶として存在するもので，割目に沿って融蝕された形をしめし

ている。

石基はインターサータル組織をしめしている。おもに斜長石からなり，少量の粒状の

輝石，磁鉄鉱およびごく少量のガラスから構成されている。

IV.I5 柳ノ沢集塊岩層 (Yag)

u布岳の西部に広く分布している。まえにのベた，山ノ沢熔岩をおおっている。

おもに黒色の安山岩質集塊岩からなる。新山梨奥の地域では，この地層の下部に角棟凝

氏岩の i専属をはさんでいるつこの集塊岩層は，おもに人頭大以下の黒色を呈する，ややガ

ラス質の安山岩の角礁の多いのが特徴であるつ基質は暗緑色から赤紫色を呈する，粗粒な

安山岩質凝灰岩で穆結されている。なお，この地層の上部には一部集塊熔岩をともなうコ

柳ノ沢上流地域では，いちじるしく変質しており， n化作用を受けて，黄白色を呈してい

る。この[訂正には規模の小さい硫黄鉱床が匠胎しているつ

この黒色ガラス質の安山岩を顕微鏡下で観察すると，つぎのとおりであるつ

斑品; 斜長石〉しそ輝石

斜長石は白形ないし半白形を， しそ輝石は短柱状半白形をそれぞれ呈する。ともに，

HI 品としての量はひじように少ない。

石基は，ハイアロピリティック組織を呈しているっ釘状の斜長石およびガラスで構成

されているが，ガラスの一部は緑泥石化している。

IV.I6 昆布岳下部熔岩 (KJ)

昆布岳の頂上近くで，およそ標高 700m 付近の地域に広く分布している。柳ノ沢集塊岩

を整合におおっている。沢の西側の稜線ではいちじるしく珪化作用をうけて，ほとんど原

岩の構造が残っていない。この熔岩は， lJ音灰色を呈する椴密堅硬な，やや大きな斑品を散

在する，粗粒な普通輝石しそ輝石安山岩で、あるつ

この岩石を顕微鏡下で観察すれば，つぎのとおりである。

斑品; 斜長石〉しそ輝石三普通輝石

斜長石斑品は，白形ないし半白形を呈し，多量にある。しそ輝石および普通輝石の斑
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第 9 図 昆布 nr下部情岩 II ニコル

普通輝石安山宕

品はわずかで，細粒で半白形を早ーするつ

石基は，おもに斜長石からなり，ハイアロピリティック組織をしめす。石基の一部は

集斑品状に縁泥石化しているコ

IV.I7 昆布岳上部熔岩 (Ku)

l~ 布岳の頂上，標高約 900m 付近より高いところに露出しているつこのようすは，ちょ

っとみると， ドーム状にみえるつ頂上付近では，露頭も忠く，この構造を明かにすること

は困難であるが，この熔岩の分布，岩質などから，谷頭侵蝕により，一見ドーム様の地形

になったもので，熔岩流のモナドノザクのーっと推察されるコ

この岩石は，晴氏褐色を呈する，比較的斑品の多 lo tli.粒なしそ輝石普通輝石安山岩であ

るっ一部では緑泥石化し，帯紙褐色を呈するものもあるコ

この宕石を鏡下で観察すると，つぎのとおりであるつ

斑品: 斜長石〉普通輝石、〉しそ輝石

斜長石は，半白形を日し冒:は多い η 大きな開品では，その中心部近くが虫喰い状に変

質して，粘土鉱物ができているっ普通輝石は白形で量は多くなしら一部では割目に沿っ

て， l農亦色変質物ができている。しそ輝石はごく少量みられるつ

石基は，おもに斜長石からなれハイアロピリティック組織をしめす。微細な普通輝
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第 10 図 昆布岳上部熔岩 //ニコノレ

しそ輝石普通輝石安山岩

石，磁鉄鉱が散在している。普通輝石の周辺部には淡黄褐色を呈する，変質物質ができ

ている。

IV.IS 模範林熔岩 (Ml)

この熔岩は，隣接する「留 .ki郡」悶幅の北西隅で，二下蹄 fIrの南西山麓の模範林付近の小

高い丘を形成している c この図幅地域でも，北東隅の真狩太地域の小高い丘を形成して分

不H している。

この溶岩は，真狩別屈におおわれていることは確実であるが，留寿都!曽やニセコアン層

との関係は不明である。しかし，すでに「留寿都」図幅でこの熔岩が疎として中位段丘堆

積物中に多くふくまれていることから，地質時代的にみて，下蹄火山の噴出物ではないこ

とは明らかである。

この熔岩を鼠微鏡下で観察すると，つぎのとおりである c

斑品; 斜長石 y しそ輝石戸、普通輝石

石基はインターサータル組織をしめすむ短冊状の斜長石と柱状の輝石とからできてい

る。わずかにガラスがふくまれている c 輝石は，ほとんど単斜輝石で， しそ輝石はみら

れないコ

IV.I9 扮 岩 (Po)
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この脈岩は，柳ノ沢上流では，柳ノ沢集塊岩を， ;1士滝別奥の上流では，昆布岳下部熔岩

をそれぞれつらぬき，また，狩太町と豊浦町の町界の沢では，花園緑色凝灰岩属をつらぬ

いている脈岩である。ともに幅 1m~3m の小さな脈岩であり，その多くは N500~700W

の走向をしめすのびをもっている。

暗灰色を呈し，織密堅硬な岩石で，あまり斑品は目立たないコ

この岩石を顕微鏡下で観察すると，つぎのとおりである。

斑品; 斜長石〉普通輝石

斜長石および普通輝石もともに半白形を呈し，斑晶としての量は少ない。

石基は，おもに針状の斜長石で構成されており， ピロタキシティック組織をしめす。

ごく少量の粒状を呈する普通輝石，磁鉄鉱が散在しており，ガラスは部分的に緑泥石化

している。

IV.20 花両斑岩 (Gp)

この岩石は，市川小学校東方約 1km の稜線付近にみられるコ話頭は悪く，転石をもっ

て追跡されるだけであるが，稜線地域の分布および顕微鏡下でみられる組織などから，お

そらく新第三紀鮮新世に属する幌内fly集塊岩層をつらぬく脈岩であろう。

民白色を呈し，椴密堅硬な塊状呈し，ちょっとみると，花開閃緑岩状の岩石である。

この岩石を顕微鏡下で観察すると，つぎのとおりである。

第 11 図花出斑岩 II ニコル
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黒雲母は半自形およびわりあし、小さい葉片状を呈しており，淡黄色~黄褐色の多色性

をしめす。

斜長石は，大型の斑晶状のものと，小型のものとからなり， もっとも多 L、。斑晶状の

ものは半白形で，中には破砕された形をとり，よわい波状消光をしめすものがある。斑晶

状の斜長石は，かならず周辺に屈折率のひじように低くIt'，新鮮なりムをつくっている。

また，複雑な割れ目が多く見られる。小型の斜長石は，石基を構成するもので長柱状半自

形でモザイク状に石基を埋め，ごく少量の正長石，石英が充填的に存在する。完品質では

あるが，全体としては斑状構造をしめし，一部には空隙があり，これを結晶形のはっきり

しない，やや繊維状の新期の石英がうめている。

IV.21 石英粗面岩(Li)

乙の岩石は，新山梨奥の、沢の上流で，昆布岳下部熔岩をつらぬく脈岩である。

黄灰色を呈する椴密堅硬な岩石で，肉眼的には斑品はみられない。

この岩石を顕微鏡で観察すると，つぎのとおりである。

斑品としては石英だけで，石基にわずかに斜長石がみられる。いちじるしく流理構造

をしめしている c 一部は緑泥石化しており，また， ごく細粒の方解石が生成している。

IV.22 真狩別太熔岩 (Mv)

この岩石は，真狩別太の南に分布しているもので，標高 500.9m の独立した山体を形成

している。ほかの地層との関係は全く不明である。岩相からいちおう鮮新世に属する火山

岩とした。

灰白色を呈する粗粒な斑品のよく目立つ，含石英しそ輝石安山岩である。

この岩石を顕微鏡下で観察すると，つぎのとおりである。

斑品; 斜長石〉しそ輝石三石英

斜長石は，三 1"- 白形を呈し，その量:が多い。しそ輝石は半白形をとるもので，その量は

ひじように少ないじ石英は他形をとり破砕された形でふくまれている。

石基は，ハイアロピリティック組織をしめす。粒状のしそ輝石を少量ふくみ，磁鉄鉱

をともなう。磁鉄鉱のまわり lこは，陪褐色の変質物ができている。石基および斑品の輝

石の割目に沿って変質し，緑泥石を生じている。

以上，新第三紀に属する各岩層についてのべた。しかし，とくにこの地域の鮮新世の砕

屑岩層と熔岩の地質時代を直接しめす化石などの産出がない。正規の堆積岩としては，西

部地域にパシケホロナイ層，見 1fi tE 南部地域では美和層，尻別川沿岸には立川層がそれぞ

れみられるだけである c 岩相から判断すると，このうち立川層と美和屑は瀬棚層または，
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その下位の地層に，ほぼ対比されるものである c また，キ/ヒポシドペザピ熔岩，立川集塊

岩層，新富下部熔岩，新富上部熔岩，五卜戸熔岩および幌内山集塊岩層は，いずれも立川

属または，美和層に不整合におおわれているところから，鮮新世の火成活劃の所産と考え

て問題はない。楢ノ沢熔岩は立川層を不整合におおっており，さらに上位の杭ノ沢熔岩，柳

ノ沢集塊岩層は，ともに第四紀洪積世に属する留寿都層に不整合でおおわれているぐ昆布

岳下部熔岩と見布岳上部熔岩とは，とくにほかの地層との関係が観察されるところがなし

この上限は不明である。しかし，昆布岳は，いちじるしく侵蝕作用を受けているし，また，

村;ノ沢熔岩，柳ノ沢集塊岩層と，いちじるしい構造的な不調和もみられないe さらに標高

400mに近い起伏の少ない平坦な台地は，これらの熔岩流あるいは集塊岩から構成された

地形ではない。すでに報告されている隣接関幅「留布都 J I豊浦 J の図幅から続いている平

坦面で，侵蝕作用によって形成されたものである。また，各熔岩および集塊岩はし 3ずれも

多少の緑泥石化作用あるいは出化作用を受けている。

これらの諸点から，楢ノ沢熔岩より，昆布 rtf 上部熔岩 lこ至る一連の火山活動は，鮮新世

末期におこなわれたものであって，第四紀のものではない。また，昆布岳は一般的にいわ

れている火山とは違い，成層した集塊岩および熔岩流からなり，地形的には一種のモナド

ノザクと推察される。

V 第四紀)曽J己、よび同時期火山岩類

この図幅地域の西部および日布tEを中心とした山地帯をのぞく，標高 150m から標高

400m の台地を形成している地域は， ほとんどが第四紀層から構成されている。火山砕屑

物で特ちょうづけられているニセコアン国，湯山別熔岩，軽石礁にとむ火rtr灰層から構成

されている留寿都層およびローム化した真狩別居，河川の沿岸に発達している河岸段丘堆

積物は，洪積世に属するつまた， irf f積f止に属するものは下蹄火山を構成している第 1 期

間岩および各河川の沿岸にひろがる氾草原を構成している現河床堆積物があげられる。

V.I ニセコアン層 (Nv)

この地層は，との図幅地域の目別川の北部地域の標高 150m から 250m にいたる平 HI 而

の基盤を構成している c 尻別川沿岸に標式的に発達がみられる。このほか，ニセコアン地

域，湯山別および目国内などの台地を流れている尻別川の各支流の沿岸にも露出してい

る。
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新第三紀鮮新世に属する立川層および同時期の火山岩類を不整合でおおい，新期の湯山

別熔岩，留寿都層，狩太層および真狩別層でおおわれている。

黄褐色ないし褐色の集塊岩状を呈する火山噴出物であるつふくまれている礁は，輝石安

山岩，凝灰質頁岩などであるつ基質は軽石疎，スコリア，輝石安山岩などの小さい礁をふ

くむ火山砂または火山灰で，石英粒をわずかに含む石英安山岩質のものであるコ全体に粘

土化がいちじるしく，場所によっては褐鉄鉱化をうけている。また，この火山噴出物には，

黒色を呈する火山砂の薄層や粘土化のいちじるしい火山灰の薄層をはさんでいる。

岩質からみると，留寿都層の岩質によく似ている。しかし，その分布のようすからみる

と，ユセコアシ台地にその発達がいちじるしく，これを東南に追跡すると，真狩川ではと

の地層は欠除している。

また，すでにのべたように，この地層と留寿都層の関係は，前者を後者がおおっている。

したがって，このニセコアン層は留寿都層とは同じものではなく，留寿都層はその起源が，

同爺火山であるのに対して，ニセコアシ層は，おそらく旧ユセコ火山に求められる 3 しか

し，この問題については今後に残された問題として提起しておく。

V.2 湯山別熔岩 (YI)

この熔岩は，尻別川の北部の成田温泉東部のl! r地およびニセコアンベツ川の流域に露出

しているっニセコアシ層の上位にのり，真狩別層によっておおわれているつ

暗灰色から黒色にちかい色調のガラス質の安山岩で，斜長石の斑品が目立っているつま

た，柱状節理がよく発達しているのが特ちょうである。

この岩石を顕微鏡下で観察すると，つぎのとおりであるつ

斑晶; 斜長石〉しそ輝石弓普通輝石

石基はハイアロピリティック組織をしめすっほとんどガラスからなり，じんあい状物

質が散在している。この中に斜長石，しそ輝石および普通輝石が斑品として散在してい

る 3 これらの鉱物は， 、手自形または他形の結品を呈している。このほか不規則な形態の

磁鉄鉱がふくまれている。

V.3 留寿都層 (Ru)

この地層は，図幅地域の北東部，および南東部に分布しているっ尻別川の北部地域では

ニセコアシ台地の東部地域，尻別川の南部地域では，真狩太地域，および、狩太町市街地か

らノレベシベ地域の標高 150m~ 標高 250m の台地，さらに南東部地域では花園などに発達

している。ともに， 200m 前後の台地をおおっている。また，乙の地域では， ほぼ中央地
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域から東部地域にかけて，その発達がみられ，隣接図幅「留寿都」地域で一層厚く発達し

ている。なお，見布市街地の南部にも分布しているが，東部地域にくらべて，急、に!醤厚を

減じているので，この図幅では一部記載を省略した。

まえにのべた，ニセコアシ層の上位にのり，狩太および、真狩別居でおおわれている。お

もに，軽石および火山灰から構成されており，多量の石英粒と安山岩礁をまじえた，帯紅

灰色の粗しような，いわゆる軽石流堆積物である c

この地層の上部は，場所によっていちじるしく粘土化や，褐鉄鉱化がすすんでいる c ま

た，岩相も，砕屑流堆積物のタト観をしめしているものから，軽石質集塊岩状を呈するもの

まであって，層相はいちじるしく変化にとんでいる。また，隣接図幅「留寿都」地域lこ発

達している留寿都層にくらべて，安山岩の礁にとんでいるのも特ちょうの一つである。

V.4 狩太層 (K)

乙の地層は，悶幅の北東地域の尻53IJJI! の南方にある，ノレベ νべ地区および真狩太地区に

それぞれ分布している。すでにのべたニセコアン屑および、留右主都属の上位にのり，真狩別

届で不整合におおわれている c

おもに軽石礁から構成されており，軽石牒のあいだを軽石質火山灰で、埋めたものであ

る。灰白色を呈する。岩質は，石英安山岩質，または含石英輝石安山岩質で，石英粒にと

んでいるのが特ちょう的である。軽石礁の大きさは最大 5cm x5cm ていどのものであ

るつ場所により分級作用をうけている。

この軽石層は，分布もすでにのべたように限られた地域でしかも岩質は留寿都層とほと

んど同じものである。しかも堆積している場所は，かつての凹所と考えられる所で，留寿

都屑からもたらされた二次的堆積物であろう c

V.5 真狩別層 (Ma)

この地層は，この|司幅地域の東に連なる隣接図幅「留寿都」の真狩，留寿都高原を摸式

地とするハこの図幅地域では，北部地域の尻別川流域の標高 200m から標高 400m の平坦

面をおおって分布し，また，南部では，下山梨，花園地域の標高 200m から 400m の平坦

面をおおって分布している ο いわゆるローム層の外観をしめしている。厚さ，岩相， !t積

状態などは，場所によって違っているようである。しかし， t黄褐色の火山灰土のほか，火

山砂，スコリア，軽石および火山灰などから構成されていることには違いはない。黄褐色

を呈する火山灰土で腐植した，スコリア礁を多数にふくんでいるほか，灰黄色を呈する粗
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粒な火山灰の薄層(ノレベる/ベ地域では厚さ 30cm) をはさんでいる。

また，この地層の基底lこは，砂礁の薄層を伴っており，褐鉄鉱化のはげしい部分がみら

れる。厚さは 5m 前後らしく，真狩，留寿都高原にくらべて薄いようである。

V.6 扇状地堆積物~よび、崖錐堆積物 (F)

扇状地堆積物は尻別川に沿う，逆川，大南部付近に発達している。いわゆるファングロ

メレートである。また，ブトロコタシ付近，真狩別太付近には崖錐堆積物が発達してい

る。おもに角疎，疎，砂，粘土から構成されているが，それぞれ発達している地域によっ

て構成物は違う。現河川氾濫原の面によってきられており，いちおう洪積世末のものとし

たが， しかし，場所によっては，地質時代のはばがあり，一部のものは洪積世中期に属す

るものもある。

V.7 河岸段丘堆積物

尻別川の河岸には，河岸段丘が発達しており，段丘堆積物がのっている。乙の段丘堆積

物は河床からの比高によって第 1 河岸段丘堆積物および第 2河岸段丘堆積物に細分するこ

とができる。

V.7.1 第 1 河岸段丘堆積物 (T 1)

尻別川の河床から約 10-15m の比高をとる段丘面を形成している堆積物である。厚さ

2m-3m で，ところによって一様ではない。

おもに，輝石安山岩の人頭大以下の円操からなり，これらの礁の聞を粗粒な砂でうめた

ものである。なお，輝石安山岩礁のほか，石英粗面岩，プロピライトおよび緑色凝灰岩な

どの円疎もわずかにふくまれている。

V.7.2 第 2 河岸段丘堆積物 (T z)

尻別川の河床から約 5m-8m の比高をしめす段丘面を形成している堆積物である。ま

えにのべた第 1 河岸段丘堆積物を切って発達している。

この堆積物の構成物質は，すでにのべた第 1 河岸段丘堆積物とほとんど同じである。厚

さは 2m-3m ていどのところが多いが，ところによっては 5m 以上に達するところもあ

る。

以上河岸段丘堆積物についてのべたが，この堆積物が西南北海道の各地に発達している

高度 100m 前後のいわゆる，低位段丘面上に発達している低位段丘堆積物に相当するもの

かどうかという問題がある。
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しかし，それとは全く関係なく，おそらくより新しい時代の尻別川河床をあらわしてい

るものであろう。このような理由から沖積世ではないかとの疑問もあるが，いちおう洪積

世最上部と考えておく。

V.8 羊蹄第 1 期熔岩 (Yl)

この熔岩は，図幅地域の北東隅にわずかに分布している υ 隣接図幅「留寿都」地域の北

西隅にある羊蹄火山体の大部分を形成しているものである。

乙の熔岩は，斑状およびやや斑品に之しい普通輝石しそ輝石安山岩と， しそ輝石安山岩

の熔岩流および砕屑物である。熔岩は一般に塊状熔岩である。この図幅地域では，惰岩の

末端部が分布しており，全体に多孔質となっている。

この熔岩を顕微鏡下で観察すると，つぎのとおりである。

普通輝石しそ輝石安山岩は，やや多量の斜長石と少量のしそ輝石および普通輝石の斑

品をふくんでいる。石基は一般に褐色ガラスにとんでおり，ハリ基流品質である。結品

度の高いものは多量のクリストパル石を伴なっている。しそ輝石安山岩は，やや斑品に

乏しく，斜長石およびしそ輝石をふくむの石基は，一般に結品質で微細な填間構造をし

めしており，おもに斜長石とクリストバル石からなるつこのほか，輝石類と少量のガラ

スをともなう。

V.9 現河床堆積物 (AI)

各河川に沿って発達している，現河川氾濫原および現河床をつくっているものである。

人頭大以下の円操および砂からできているいわゆる河床礁である ο 礁は安山岩，プロピ

ライトなどで，それぞれの流域で多少の違いがある。

VI 応用地質

すでにのべたように，この地域に発達しているその大部分は，新第三紀鮮新世以後の火

山活動によってもたらされた熔岩や集塊岩などの火山砕屑物および、第四紀の火山活動でも

たらされた軽石層，火山灰などから構成されており，地下資源を旺胎しているとみられる

中新世の地層が地下深くおおわれている。したがって地下資源には恵まれて1;)ない σ わず、

かに，採石がおこなわれているに過ぎないハさらに尻別川沿岸に温泉の湧出がみられ，利

用されている。また，鉱産資源として，わず、かに，鉛，亜鉛および硫化鉄の鉱徴がみられ

るだけで，稼行の対象となるようなものは発見されていない。
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つぎにこれらについて，説明を加える。

VI.1 砂利

昆布市街地の西方約 1.5km のところに，発達している第 2 河岸段丘堆積物を構成して

いる砂疎層を対象として，砂利採掘がおこなわれている。

この河岸段丘の堆積物である砂疎層は，鶏卵大から人頭大の礁からなっている。稼行さ

れているところは，操層の早さは 3m-5m の砂疎層で剥土量もわずかである。 したがっ

て採石は容易にできるが，礁の分級作用はあまりよくないので，箭分けが必要である。

しかし，尻別川沿いの河岸段丘であるので，採石が容易であり，国道に近いので搬出は便

利である。今後道路工事などの需要に応じて，開発が要求されるであろう。このように尻

別川に沿って発達している河岸段丘堆積物は，搬出条件も恵まれているので，砂利資源、の

之しくなりつつある現在，開発価値のあるものである。

VI.2 温泉

この図幅地域の北部で，国鉄函館本線の昆布駅から約 300m の尻別川の河岸に，昆布川

温泉がある。

付近の地質は，新第三紀鮮新世に属する，凝灰岩・角疎凝灰岩および安山岩質集塊岩の

互層上位から構成されている立川層を基盤とし，上位に，第四紀洪積世の最下部と考えら

れるニセコアシ層が不整合で発達している。さらに，これらを第 2 河岸段丘堆積物がおお

っている σ したがって，基盤の地質構造は不明である。しかし，尻別川の沿岸にそって，

温泉化作用がみられることから，尻別川の流路とほぼ同じ方向性をもっ，構造線が推定さ

れ，温泉は乙れにそって湧出しているものと推察される。

湧水は，混濁してアノレカリ性を呈し，湧出状態は静穏である。

この温泉の分析結果をしめすと，つぎのとおりである。

泉温: 40.9ーC 湧出状況:混潤しており，気泡をともなう。

pH: 7.6 泉水 11 の固形物総量: 1.413.0mg

HC03- 453.8mg!l Dis.Gas

FreeCOz 9.6mg!l O2 0.47ee!l

TotalCO2 48.45mg!l N2etc.25.3cell
(H 2 追出法による〉

Cl- 491.7mg!l FreeGas

Fe++ 0.25mg!l C02 54.2ee!l

Fe+++ 0.00mg!l O2 5.7cell

- 26 ー



NH4+ 0.00mg/l N2etc. 40.1cc/l

NOz- 0.00mg/l (北 E道立地下資源調査所)
師二間柄、測分析

N03- 0.00mg/l

504= 84.0mg/l

Ca++ 5.27mg/l

孔19++ 5.2mg/l

Na+ 567.0mg/Z

区+ 18.1mg/l

VI.3 硫黄島よび硫化鉄

硫黄鉄床は，見布lZの西方にある仰ノ沢上流の標高 900m 吋;[jJこ発達している，柳ノ沢

集塊岩層の中 lこ旺胎しているつ

鉱床の駐日台している付近の柳ノ沢集塊岩は，いちじるしく変質して灰白色を呈しており

原岩の構造はほとんどわからないっ硫黄鉱山の賦存形態は，数 cm から 20cm 位の球状を

とるもので集塊岩を交代したものであるつまた，交代作用のよわいところでは，斜長石を

選択的に交代し，決黄色の斑状になっている=鉱床の規模は小さなもので，稼行の対象と

はならないっ

硫化鉄鉱は，パンケホロナイ沢の左股に発達している，立川集塊岩層の中に幅数 cm の

規模で鉱染している。母岩の変質は小規模でまとまった鉱脈ではないc

ルベシベ川源流地帯の鉱徴

日布吊火山の北東山麓をしめる，ノレベシベ川源流の地i市には，新第三紀中新世の緑色凝

J*岩とプロピライトが，昆布岳火山の主民をつくって分布して l 】る c この中新世の岩類中

には，諸所に鉱化作用がみとめられ，一部には，探鉱された形跡もある c

現在，沢ぞいにみられる徴伎は，キJ~色凝I)(岩中を網状にはしる，わずかに方鉛鉱と閃亜

鉛拡を伴う黄鉄鉱・石児の徴脈 (2cm 以下)と，いちじるしい黄鉄鉱の鉱染あるいは粘土

化であって，直ちに，有望と認定されるものではないぐしかし，このような鉱化作用の影

湾は，沢ぞい数 100m の問にわたって，断続してみとめられるご沢の中には，多くの珪化

宕が転石としてみとめられるコまた，みられる黄鉄}~l: ・石見出rnHlKは，武鉄鉱化と粘土化の

はげしいことから，かなり優勢な$)l~化作用の，最末期を象徴するものとみて，差支えなか

ろう。したがって今後は，露頭を徹底的に追跡して，出頭相互の関係を明らかにして，鉱

化作用を伴う主要な男断帯を発見する必要がある。
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

Scale, 1:50,000

KARIBUTO

(Sapporo ・38)

By

MoriakiKδnoya ， ShigeoDoi,

(GeologicalSurveyofHokkaidδ)

Resume

Theareaofthissheetmapissituatedinthesouthernpartof

Hokkaid6;extendingbetween42ー40'and42ー50'N.lat., and140°30'",,140°

45'｣.long.

TOPOGRAPHY

This areamaybetopographicallydivisibleintofollowingthree

areas;alluvialplain. elevatedplateau and mountaineous area. The

alluvial plainbarely lies alongtherelativelylarge rivers, such as

ShiribetsuandKonburivers.Theelevatedplateauofthenorth-eastern

andthesouthernpartinthis sheet, iscomposedmainlyofvarions

Pleistoceneformations.Thiselevatedplateauisdividedintotwoplaines

accordingtotheir highs , namly 150m ",,200m and 200m ",,300m high

plain.Theformerisrelatively 自at plain. Thelatergraduallyaccendto

gentleslopeofmountains , andisrelativelyeroded.

Themountaineousareaoccupiesthecentralpartand thewestern

partofthis sheet, andmainlyconsists of pliocene volcanics, This

mountaineousregionistheerodedconfiguration.

GEOLOGY

ThisareaiscomposedofNeogeneTertiarye百usive rocks , Quatarnary
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volcanicsandvolcanicash.Thegeologicalsuccessionofthisareais

summarizedinTable1.

1. MioceneFormation

Inthissheet, theMiocenesformationswhichconsistoftheHanazono

greentu 旺 member (Ht) andthePropylitelava(Pr), arethebasement

systeminthisarea, anddevelopeattheeastern footof Mt.Konbu.

TheotherformationisthesedimentoftheMakkarigawamember(M),

thatthegeologicalhorizonofthismemberisuncertainbecauseofits

isolateddistribution.Butthewritersconsiderthatthisformation'may

becorrelatedtotheKuromatsunaiformationofMioceneage,

2. PlioceneFormation

Thegreaterpartofthewesternandthesouthernterritoryofthis

areaiscoveredbylavas and agglomeratesofPliocenenamely; the

Shihipondoppepi lava(Sv), theTachikawaagglomeratemember(Tag),

theShintomilowerlava(Sl), theShintomiupperlava(sv), theGojikko

lava(G1), theHoronaisanagglomeratemember(Hag), theKatsuranosawa

lava(Kav), theYanaginosawaagglomeratemember(Yag), theKonbudake

lowerlava(KI), theKonbudakeupperlava(Ku!, theMakkaribetsulava

(MI)andtheMohanrinlava(Mv).Mt.Konbuwhichhasbeensupposed

tobeastratavolcano, isnotthevolcanoinQuarternary age, because

itconsistsofPliocenevolcanicrocks.Othernormalsedimentarymemｭ

bersarethePankehoronai member(Pa), theTachikawamember(T)

andtheMiwamember(M), ThePankehoronaimemberiscomposedof

tu 旺 breccia ， tuffandtufaceousshale.TheTachikawamemberandthe

Miwamemberarealmostontheequalgeological horizon andare

correlatedtotheSetanaformation. Andtheyarecomposedofsand

stone, mudstone, tuffandtufaceousshale.

3. QuaternaryDeposits

ThedistributionofQuaternarydepositsismainlyobservedonthe

elevatedplateau. TheNisekoanmember(Nv) whichconsists ofpyｭ

roclasticsediments, such as volcanicbrecciaandash, distributeon

thesouthernfootof Mt. Niseko. Thewriterconsiders thatthe

origineofthismemberisNisecovolcanos.TheRusuttsumember(Ru),
theKaributomember(K)andtheMakkaribetsumember(Ma)arecom-
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posedofvolcanicashandpumice, anddistributeon elevatedplateau.

TheRusuttsumemberandtheMakkaribetsumemberarepumicesediｭ

mentsoffalltype.buttheKaributomemberistheecondaryderosits

derivedfromtheRusuttsumember. Thesepyroclasticsedimentsare

consideratedtooriginatefromtheD6yavolcano.

Theriverterracedeposit that consistsof gravelandsandare

dividedintotwo terraces, namly1stterrace(T1)and2ndterrace(T2).

TheYδtei firstlavaliesuncomformablyonthepreviousmemberand

isfoundatthenorth-easternpartofthissheet.

Alluvialdeposits(AI)areobservedalongrecentrivers.

ECONOMICGEOLOGY.

1. Hotspring

A hotspringcallingtheKonbugawa-spawasopenedupbythe

Rankoshivillage, about300m northofKonbuStation. Theresultof

theanalysisofthisspringisasfollows.

Temperatureofspring40.9ーC

pH; 7.6

HC0
3
- 453.8mg!l Dis.Gas

FreeCO? 9.6mg/l 。 0.47cc!l

TotalCO2 484.5mg!l N2 etc. 25.3ccll

Cl- 49.17mg!l

Fe++ 0.25mg!l FreeGas

Fe+++ 0.00mg!l CO2 54.2cc!t
NH4+ 0.00mg!l O2 5.7cc!1

N02- 0.00mg!l N2 40.1cc!l
N0

3
- 0.00mg!l

S04= 84.0mg!l

Ca+4 5.27mg!l

Mg++ 5.2mg!l

Na 567.0

K+ 18.1

2. Mineralresources

Inthenorth-easternfootofMt. Konbu, mineralindicationssuch

as irons ulphide, lead and zinc etc. are found in the Hanazono
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greentu 任 member andpropylitelavainMioceneage. Thesemineral

indicationsarepyrite-quartzveintypewhichoresomevaluabledeposits

inthisoutcrop. Butthewritersfee!theneedof prospecting inthis

areabecausethesemineralindicationswhichisconsideratedthelastsign

ofstrongmineralization, intermittentlycontinuousabout100m alongthe
valley.
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